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林 野 火 災 と 気 象
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私たちの机完は，占代から林野に入り，狩

や果実採集に精を出し，農耕に汗を洫して糧

をえてきた。その収獲はほとんど人気まかせ

で，時には川水害や火災で住川まで失うこと

があった。特に占代の住居は，火災に対して

林野と似た状況にあり，出火や延焼が自然条

件（特に気象囚 自 に支配されていたため，

人々は常に火気に気を配り，多くの対策を,溝

じてきた。林の防火帯，下草刈り，野火止め
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乾く条件と休日の人出が屯なって，多くの地

域で同時出火したことがある。また，都巾郊

外に発展した住宅地では，隣接林野の火災が

住居に延焼する例も増えた。

ここでは，自然条件と人手に関係する林野

火災の実態と，これを未然に防ぐため，さら

に万一，火災が発生した場介の効呎的な消火

活動のために，新しい情報システムの構想を

解説する。

用水など，糾先が長年の経験と努力を･有ねて　　 ２　林野火災の統計と解析

開発し，伝承してきた方策である。また，般

地の拡人も防火対災としての効果があり，巾

|廿以後，林野火災が住居に及ぶ危険は減って

きた。

ところが，最近，多くの人々が農山付を去

り，都巾に襲中して住むようになって，住居，

林野ともに火災の賢が変わってきた。巾街地

では建物に燃えにくい新素材を川い，空調の

ために密閉しているため，出火は気象よりも

火扱いの不注意と確率的に関係し，人火にな

りにくい反而，建材からの有毒力･スにより中

心死する例が増えた。これに対し，林野は手

入れが行き川かなくなり，山柴採りやハイキ

ング等で遊びのために来る大が増えて，出火

の危険が増人している。春先に枯れた下草が
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昭和47年から58年までの12年間の林野

火災の発生データを集め，地域と季節に分け

て集計した消防庁の資料によると，林野面嘖

1叫la以上の場合，冬季は関東，瀬戸内で｡1～

引牛(年平均)，四国太平洋側で２件位発生す

るが，春｢ 北海道と東北日本海側は･1～6 川，

他は３～5月｣)は山陰と沖縄を除き，令閥的

に増える。特に瀬戸内のトロ牛が多く，関東の

９件，東北と九州の６～７件がこれに続いて

いる。夏と秋は瀬戸内で２～３件あるだけ

で，令般に少ないご

林野火災の起こりやすさは，草木の湿りぐ

あいと当日の風，湿度等に関係するため，林

野の穴水量のめやすとして，｢実効降水量

｣，材の乾燥条件を示す指数として，｢実



( 温

湿 峻

図 １ 日本海低気圧に伴う気 象変 動と林野火災 の関係

(降雨のない暖域内)

効湿度」を使うと便利である。各地の気象台

では実効湿度が基準（地域により異なる）以

下になり，さらに持続すると判断されると，

「乾燥注意報」を発令する。地域の消防本部は

さらに火災と気象の関係を考慮して，「火災

警報」を発令して，一般の人に防火を呼びか

ける。

林野火災の発生と気圧配置の関係をみる

と，移動性高気圧が帯状にのびて，東北以西

に連日の晴天をもたらす時は，全国的に空気

が乾き，人出も増えて出火率が高い。特に北

九州と山陰西部は，この条件で大火（焼失10

ha以上）になりやすい。北海道，東北，北陸

では「南高北低」の配置が最も危険で，大火

はこの時に集中している。関東，中部地方は

「西高東低（冬型）」，日本海低気圧，「南高北

低」などの時に分 散して大火が起こってい

る。

妓近の事例では，昭和58 年４月27 日に岩

手県岩泉町で発生した林野火災が最 も大き

く，27 日の13 時30 分に出火して翌日の17

時32 分に鎮火するまでに，1,626 haの林野を

焼いた。現地にいた人が出火から８分後に発

見した時は，山麓の枯草が３� 位燃えていた

だけだったが，火は強風に煽られて見るまに

拡がり，40 分後に最初の消防団貝が到着した

時には，炎は山の斜面を登りつめ，さらに東

方の山に延焼していた。そのあと，１～２�

先までの飛び火も起こって，消火の見込みが

立だなくなり，消防団員は山沿いの民家への

延焼を防ぐことを初期目標とした。

この時の気象データを解析すると，大火に

なる典型的な状況にあり，今後の予測，対策

のよい参考となる。この日，東北北部を除く

本州主要部をおおっていた移動性高気圧が東

の海上へ移り，低気圧が山陰沖から日本海中

北部に進みながら，急速に発達した。しかし，

九州から東北に至る広い範囲でほとんど雨が

降らず，数日来の乾燥が持続した。

東北地方の気象要素の時間変動を見ると，

図１のように，日本海側と太平洋側で３時間

位ずれて，共通するパターンがある。夜明け

前から早朝に，南東（場所によっては北東～

東）の弱い風が西（場所により南東～南）に

急変し，これに対応して気温の上昇と湿度の

下降が始まった。温暖前線の通過である。こ

れより昼頃まで，南西風が次第に強まり，気

温の急上昇と湿度の異常下降が続く。日本海

側では，南風が山越えする時，水分が放出す

る凝結熱のために風下で高温，乾燥が起こる

（いわゆる「フェーン現象」）といわれている

が，今回のように風が山脈に沿って吹き，雨
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が降らなくて起こる高温，乾燥の機構はまだ　　 広大な平地林が拡がる大陸では，焼ける面積

よく解明されていない。この状態は，林野内　　 の桁が違う。シベリヤやアメリカでは，いっ

の作業やレクリエーションには適していて，　　 たん火災が拡がると，本格的な雨が降るまで

多くの人が林野に立入るため，出火の確率が　　 燃え続け，10 ～20 日に及んだ例もあり， 日

高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 本の１県全域に当たる面秘が焼けることにな

次いで昼頃から，風が西ないし北西に急変　　 る。平坦林野の火災は，一様な風の中では線

し，乱れの大きい10 m/ ｓ前後の風が２～３　　状あるいは楕円形に拡がるため，風下の防火

時間吹いたあと，徐々に弱まった。風は寒冷　　 帯や重点消火で対応できるが，途中で風向が

前線の徴候を示しているが，気温と湿度は西　　 変わると面的に拡がり，被害が著しく増え

風になって横ばいで，寒気や水分が流入した　　 る。アメリカでは林野火災の初期消火を期し

様子はない。夜に入って，気温の日変化に対　　 て，あちこちの山頂に見張り所を配置し，専

応して湿度がわずかに上がっているが，大気　　 任監視員による常時監視を続けていて，万

中の水分が増したわけではない。午後の強風　　 一，出火を発見した場合にはヘリコプターや

時に林野内で火を焚く人は稀であるが，タバ　　飛行艇により，消火剤や水を散く体制ができ

コの投げ捨てはありうる。また，午前中の火　　 ているという。

の不始末が午後の強風，乾燥で燃えあがった

り，出火が大火に拡大する危険がきわめて高　　 ３　林野火災情報システムの構想

い。ちなみにこの日，林野火災が全国で12 件　　　 昭和59 ～61 年，消防庁は乾燥・強風下の

起こり，そのうち，この事例を含む３件が10　　 林野火災対策の実態調査，林野火災の発生危

haを超える大火となった。　　　　　　　　　　　険度の予知システムの開発，林野火災の延焼

日本では山谷の起伏がはげしいため，たいて　　予測モデルの開発等1）｡2）｡3)を行い，今後の林野

いの林野火災は尾根の片斜面でおさまるが，　　 火災対策の基礎を築いた。発生危険度につい

火災報告
火災状況

報告
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図２　林野火災情報システム（構想）とデ ータ情報の流 れ
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では，地域別に天気図と気象データの統計に

より，出火の確立を予知するほか，当日9時

の火災に関わる気象要素（気温，前3時間の

気温上昇，実効降水量）に山林火災への寄与係数

を乗じて積算した判別指数を定義し，気圧配

置とこの指数を合わせた方法で，山野火災の

発生を精度よく予知できるようにした。

さらに火災が発生した場合にそなえ，現地

の地形，出火点，林相（針葉樹，広葉樹，そ

の他）と，別途予測された気流データを電算

機に入力し，10時間位先までの延焼区域を予

測できる数値計算法を開発した。強風の場合

には，過去の事例解析により求めた飛び火の

警戒範囲も予測される。ただし，この時点で

は，火災の時々刻々の拡大を実地に予測する

のに必要な現地の気流分布がなく，局地気流

の数値計算モデルの開発をまたなくてはなら

なかった。

たまたま，筆者は気象研究所で局地気象の

モデル研究を担当し，当時，この山野火災の

調査，開発委員会に委員として参画していた

こともあって，大気汚染や放射能の拡散予測

のために開発した局地気流計算を山野火災の

予測に応用することを考えた。気象庁の定常

業務としての数値予報（アジアスケール，40

㎞格子点）と虚構地気流モデルを連結し，半日

ないし1日先までの複雑地形上の気象を予測

する研究が実用段階に達しており，山野火災

に対しても図２のように，気象から消防に至

る一連の情報伝達システムを整備すれば，平

素の山野の安全装置とともに，緊急情報によ

る対策も期待できる。

まず，発生危険度が高い地域と時間が予測

されれば，ローカルラジオ，消防本部の広報

車，さらには宣伝用飛行機などで，山野にいた

る人に直接，防災を呼びかける。万一，火災

が発生した場合には，大型電算機を使って拡

100m ｘ100 ｍ

／７

ｌ 10:00～12:30
2

12:30～13:00

３ 13:00～14:00

４ 14:00～15:00

１　５ 15 :00～16 : 00

６ 16：00～１７：00
7

17：00～18:00

8 IS 二叩　　24 : �

図 ３　岩手県 滝沢村 林野火 災の延 焼シミ ュレー ションの例（消防庁 によ る）
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大を予測し，林野内にいる人の避難，消防署

員の効果的な行動を指令することができる。

図３に，消防庁モデルで計算した岩手県滝

沢村の延焼例（岩泉町の火災と同日）を示す。

この計算では現地の気流データがないため，

近くの実測値を参考にして，延焼域が合うよ

うに風向を修正してあるが，気象モデルと連

結すれば即座の予測が可能となる。こうした

情報伝達は防災，環境対策などと共通に使え

るようにし，林野火災はその一環として扱わ

れればよい。

４　あとがき

林野火災も含めて，火災の発生形態と被害

は時代とともに変わっていて，将来，どうな

るかも気がかりである。温室効果ガスのため

気候が急速に温暖化すると，一部の樹木が追

従できずに枯死したり，各地で植生が変わる

恐れがある。シベリヤ，アラスカ等のツンド

ラ地帯では，凍っていた泥炭層が融けて発酵

し，大量のメタンガスが出て気候変動を加速

するといわれている。この表面が発酵熱で乾

燥し，着火したらどうなるか，メタンの発生

と相乗して，ツンドラ全域が何年も燃える大

火にならないか……等，途方もない心配もあ

る。さいわい，専門研究者の話では，メタン

は火が着くほどの濃度にはならないという

が,21 世紀の林野火災は日本でも違った形で

起こる可能性がある。地球環境の保全ととも

に，林野火災のことも考えておかなくてはな

らない。

注）　実効降水量は次式により求める。

Ｒｅ＝
士

｛Ｒｍ十rＲ（1 ） 十

ｒ2R（2 ）十…十r°Ｒ（ｎ）｝

ここでSn＝1十r十ｒ2十…十rn

Rm: 計算当日の雨量

Ｒ（１）～Ｒ（ｎ）：１～ｎ日前の雨量

ｒ：林野の条件による係数（Ｏと１の

間）
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